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(57)【要約】
【課題】プラスチックフィルムを基材としてシーラント
層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備
え、開封が容易であり、内容物の取り出しにおいて利便
性を有する包装袋を、より安価に提供することを課題と
する。
【解決手段】包装袋は、シール部を有して、胴部および
天面、底面からなる、略６面体の形状に製袋されており
、胴部の４方の角部には、積層体の流れ方向に沿って４
本のヘムシールを有して、底面は４角形に拡張され、天
面も内容物充填後、積層体端面から非シール部を残して
、イージーピール可能にシールされており、非シール部
には、包装袋開封のためのノッチが設けてあり、天面を
覆った天面シール部は折りたたまれて、４角形に拡張さ
れた天面に固定されていることを特徴とする包装袋であ
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を有する積層体からなる包装袋であっ
て、
　該包装袋は、シール部を有して、胴部および天面、底面からなる、略６面体の形状に製
袋されており、
　胴部背面には積層体の流れ方向に沿って、両端部を合掌合わせにした背シール部を有し
ており、
　該胴部の４方の角部には、積層体の流れ方向に沿って４本のヘムシールを有して、４角
柱を形成し、
　該４角柱の左右両側面は、ガセット形状に内側に折り込まれて、積層体の流れに垂直方
向の底シールとで底面側が密封され、
　該底面は、４本のヘムシールの延長と、積層体の流れに垂直方向の底シールとが、４角
形に拡張されて底面が形成され、
　該天面も、内容物充填後、底面と同様に４角柱の左右両側面が、ガセット形状に内側に
折り込まれて、積層体の流れに垂直方向の天シールとで天面側が密封され、天面シール部
を形成し、
　該天面は、該４本のヘムシールの延長と、積層体の流れに垂直方向の天シールとで、４
角形に拡張されて天面が形成され、
　該天シールは、積層体端面から非シール部を残して、イージーピール可能にシールされ
ており、
　該非シール部には、包装袋開封のためのノッチが設けてあり、
　天面を覆った天面シール部は折りたたまれて、４角形に拡張された天面に固定されてい
ることを特徴とする包装袋。
【請求項２】
　前記天シールは、
　包装袋外側に向かって凸状に屋根型形状でシールされていることを特徴とする請求項１
に記載の包装袋。
【請求項３】
　前記天シールは、
　イージーピール可能な剥離ニスをパターンで設けてあることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の包装袋。
【請求項４】
　前記天面シール部の余剰部分は、
　ヒートシールニスによって、天面に固定されていることを特徴とする請求項１～請求項
３のいずれかに記載の包装袋。
【請求項５】
　前記天面シール部の余剰部分は、
　ヒートシール性のあるフィルムによって、天面に固定されていることを特徴とする請求
項１～請求項３のいずれかに記載の包装袋。
【請求項６】
　前記積層体端部からの非シール部に設けられたノッチから連続して、
　開封予定線が、易開封可能に天面に到達するよう設けられていることを特徴とする請求
項１～請求項５のいずれかに記載の包装袋。
【請求項７】
　易開封可能に設けられた前記開封予定線は、
　天面から連続して、天面と胴部前面との稜線で、天面の開封部が包装袋本体から分離可
能に設けられていることを特徴とする請求項６に記載の包装袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は包装袋に関するものである。特にプラスチックフィルムを基材とする積層体で
構成される包装袋であって、自立性を有し、内容物の取り出しに利便性を有する包装袋に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、プラスチックフィルムを基材として、シーラント層を有する積層体からなる
包装袋は、シーラント層以外がプラスチックフィルム単層で構成される場合のみならず、
他のフィルムや樹脂層、金属箔などとの積層体として、内容物による要求品質に応じた層
構成や材料設計が可能であることが特徴のひとつであって、様々な用途に広く用いられて
いる。
【０００３】
　すでにプラスチックフィルムを基材として、シーラント層を有する積層体からなる包装
袋は、食品等幅広い分野で多様に用いられているが、性能面でもコスト面などでもガラス
瓶や缶、あるいはプラスチックボトルなどに比べて有利である。
【０００４】
　加えて、最近ではガラス瓶のリサイクル、リユースに加えて、プラスチックボトルも使
い捨てにすることをやめ、また環境保護の観点から、廃棄物を削減する動きも見られ、プ
ラスチックフィルムを基材として、シーラント層を有する積層体からなる包装袋に対して
は、特にその需要が高まっている。
【０００５】
　しかしながら、ポテトチップスの包装袋に代表されるピロー型の包装袋においては、プ
ラスチックフィルムを基材とした積層体を用いるために、その利便性が歓迎される一方で
、自立性に乏しく、積み重ねができない、自動車のカップホルダーに入れることが困難で
あるなどの理由によって用途が限られる場合があった。
【０００６】
　あるいは、紙容器のうち紙カップ容器においては、自動車のカップホルダーには入れる
ことができるが、カップのサードシームとトップカール部が重なる部分に段差が生じるこ
とが避けられないために、密封において困難が生じ、特に再封においては密封することが
不可能である。
【０００７】
　また、紙を基材とする紙箱を用いようとすれば、たとえば直接食品が内面に接触する場
合には古紙を使用することができず、価格は高くなる。また内容物が油分を含む場合には
、油滲みを防止する必要性から、耐油紙を使用する必要があり、これも価格面では高くな
る要因である。さらには、耐油紙といえども油滲みに対して、完全なものではないのが実
態である。
【０００８】
　一方で、特許文献１には、プラスチックフィルムを基材とした包装袋の提案がなされて
いるが、開封については、易開封と不用意な開封の防止を両立させる提案ではあるが、自
立性や再封性に特段の考慮をしたものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１６－１１３２１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明はかかる状況に鑑みてなされたものであり、プラスチックフィルムを基材として
シーラント層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封が容易であり
、内容物の取り出しにおいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することを課題と
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する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するための手段として、請求項１に記載の発明は、
　プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を有する積層体からなる包装袋であっ
て、
　該包装袋は、シール部を有して、胴部および天面、底面からなる、略６面体の形状に製
袋されており、
　胴部背面には積層体の流れ方向に沿って、両端部を合掌合わせにした背シール部を有し
ており、
　該胴部の４方の角部には、積層体の流れ方向に沿って４本のヘムシールを有して、４角
柱を形成し、
　該４角柱の左右両側面は、ガセット形状に内側に折り込まれて、積層体の流れに垂直方
向の底シールとで底面側が密封され、
　該底面は、４本のヘムシールの延長と、積層体の流れに垂直方向の底シールとが、４角
形に拡張されて底面が形成され、
　該天面も、内容物充填後、底面と同様に４角柱の左右両側面が、ガセット形状に内側に
折り込まれて、積層体の流れに垂直方向の天シールとで天面側が密封され、天面シール部
を形成し、
　該天面は、該４本のヘムシールの延長と、積層体の流れに垂直方向の天シールとで、４
角形に拡張されて天面が形成され、
　該天シールは、積層体端面から非シール部を残して、イージーピール可能にシールされ
ており、
　該非シール部には、包装袋開封のためのノッチが設けてあり、
　天面を覆った天面シール部は折りたたまれて、４角形に拡張された天面に固定されてい
ることを特徴とする包装袋である。
【００１２】
　また、請求項２に記載の発明は、
　前記天シールは、
　包装袋外側に向かって凸状に屋根型形状でシールされていることを特徴とする請求項１
に記載の包装袋である。
【００１３】
　また、請求項３に記載の発明は、
　前記天シールは、
　イージーピール可能な剥離ニスをパターンで設けてあることを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の包装袋である。
【００１４】
　また、請求項４に記載の発明は、
　前記天面シール部の余剰部分は、
　ヒートシールニスによって、天面に固定されていることを特徴とする請求項１～請求項
３のいずれかに記載の包装袋である。
【００１５】
　また、請求項５に記載の発明は、
　前記天面シール部の余剰部分は、
　ヒートシール性のあるフィルムによって、天面に固定されていることを特徴とする請求
項１～請求項３のいずれかに記載の包装袋である。
【００１６】
　また、請求項６に記載の発明は、
　前記積層体端部からの非シール部に設けられたノッチから連続して、
　開封予定線が、易開封可能に天面に到達するよう設けられていることを特徴とする請求
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項１～請求項５のいずれかに記載の包装袋である。
【００１７】
　また、請求項７に記載の発明は、
　易開封可能に設けられた前記開封予定線は、
　天面から連続して、天面と胴部前面との稜線で、天面の開封部が包装袋本体から分離可
能に設けられていることを特徴とする請求項６に記載の包装袋である。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を有する積層体から
なる包装袋において、自立性を備え、開封が容易であり、内容物の取り出しにおいて利便
性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である。
【００１９】
　すなわち、一般に用いられることの多い、ピロータイプの包装袋とヘム（折り返し）シ
ールを基本として、安価に６面体の製袋を可能にして、自立性を備え、商品の積み重ねを
可能にし、天面に大きく開口を設けることを可能にして、内容物の取出しにおいても利便
性を有する包装袋の提供を可能にすることができる。
【００２０】
　特に請求項２に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラント層
を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封がより容易であり、内容物
の取り出しにおいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である。
【００２１】
　すなわち、天シールの形状を屋根形形状に設けることによって、剥離時の抵抗が左右に
振り分けられて分散されることによって、より容易な開封が可能になる。また、非シール
部分にノッチを設けるに際して左右両サイドの非シール部分が大きくなり、好都合である
。
【００２２】
　また特に請求項３に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラン
ト層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封がより容易であり、内
容物の取り出しにおいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である
。
【００２３】
　すなわち、天シールがイージーピール可能な剥離ニスをパターンで設けてあることによ
って、その剥離強度を任意に調節することが可能になり、より使い勝手のよい包装袋とす
ることが可能である。
【００２４】
　また特に請求項４に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラン
ト層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封がより容易であり、内
容物の取り出しにおいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である
。
【００２５】
　すなわち、天面シール部の余剰部分がヒートシールニスによって、天面に固定されてい
ることによって、天面の平坦性を確保することが可能であり、積み重ねに好適であるほか
、天面からの手指による開封がより容易に行なえる利点を有する。
【００２６】
　また特に請求項５に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラン
ト層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封がより容易であり、内
容物の取り出しにおいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である
。
【００２７】
　すなわち、天面シール部の余剰部分がヒートシール性のあるフィルムによって、天面に
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固定されていることによって、天面の平坦性を確保することが可能であり、積み重ねに好
適であるほか、天面からの手指による開封がより容易に行なえる利点を有する。
【００２８】
　また特に請求項６に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラン
ト層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封がより容易であり、内
容物の取り出しにおいて、より利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能
である。
【００２９】
　すなわち、積層体端部からの非シール部に設けられたノッチから連続して、開封予定線
が、易開封可能に天面に到達するよう設けられていることによって、開口部をより大きく
設けることが容易に可能であるために、内容物の取り出しにおいての利便性が増大する。
【００３０】
　また特に請求項７に記載の発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラン
ト層を有する積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封が容易であり、内容物
の取り出しにおいてより利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である
。
【００３１】
　すなわち、開封した天面の積層体を、天面と胴部前面との稜線で、切り離して分離可能
にすることが可能になり、開口部をさらに大きく設けることが容易に可能であるために、
内容物の取り出しにおいての利便性がさらに増大する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、底面および背面側から見た斜視模
式図である。
【図２】図２は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、内容物充填後に天面を密封した状
態を説明するための、斜視模式図である。
【図３】図３は、本発明に係る包装袋の他の実施態様を、特に内容物充填後に屋根型の天
シールで天面を密封した状態を説明するための、斜視模式図である。
【図４】図４は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面
に固定させた状態を説明するための斜視模式図である。
【図５】図５は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面
に固定させた状態を説明するための断面模式図である。
【図６】図６は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、特に天面シール部を折りたたんで
、天面に固定させた状態を２例説明するための平面模式図、および断面模式図である。
【図７】図７は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面
に固定させた状態において、特に天シールの位置関係を説明するための平面模式図、およ
び断面模式図である。
【図８】図８は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面を開封した状態を説明するた
めの斜視模式図である。
【図９】図９は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面を開封し、天面の積層体の一
部を切断、分離した状態を説明するための斜視模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明を図１～図９を参照しながら、更に詳しい説明を加える。ただし本発明は
、ここに示す例にのみ限定されるものではない。本発明は、請求項によって限定されるも
のである。
【００３４】
　図１は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、底面および背面側から見た斜視模式図で
ある。
【００３５】
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　本発明による包装袋（１００）は、プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を
有する積層体からなる包装袋である。この包装袋（１００）は、シール部を有して、胴部
（２）および天面、底面（１）からなる、略６面体の形状に製袋されており、図１に示す
例では、底面（１）および胴部（２）が形成されている状態が見て取れる。
【００３６】
　図１に示す例では、胴部背面（９）に積層体の流れ方向に沿って、両端部を合掌合わせ
にした背シール（３）を有して、製袋されている。
【００３７】
　また胴部（２）は、４方の角部に積層体の流れ方向に沿って、４本のヘムシール（５）
を有して、４角柱を形成している。４角柱の左右両側面は、積層体がガセット（６）形状
に内側に折り込み可能に形成されている。
【００３８】
　底面（１）は、積層体の流れに垂直方向の底シール（４）で密封され、底面（１）は、
４本のヘムシール（５）の延長と、胴部の４面からの延長とが、積層体の流れに垂直方向
の底シール（４）でシールされて、４角形に拡張されて底面（１）が形成されている。底
面（１）の左右からは左右両側面のガセット（６）が折り込まれて、底面（１）内側に三
角形（７）を形成している。
【００３９】
　また、包装袋（１００）上部において天面シール部（１０）が形成されており、積層体
の流れに垂直方向の天シール（８）が、積層体端面（２５）から非シール部（１４）を残
してシールされており、非シール部（１４）には、包装袋開封のためのノッチ（１５）が
設けてある。但しノッチ（１５）は、図１において可視ではあるが、胴部前側の積層体に
設けてある。
【００４０】
　図２は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、内容物充填後に天面を密封した状態を説
明するための、斜視模式図である。
【００４１】
　天面（１１）は、内容物充填後、底面（１）と同様に４角柱の左右両側面が、ガセット
（６）形状に内側に折り込み可能に、積層体の流れに垂直方向の天シール（８）で包装袋
（１００）が密封され、天面シール部（１０）を形成している。内容物充填後には、ガセ
ット（６）は開いて右側側面（１３）、および図２には示されていないが左側側面を形成
する。
【００４２】
　また天面（１１）は、該４本のヘムシール（５）の延長と、積層体の流れに垂直方向の
天シール（８）とで、４角形に拡張されて天面（１１）が形成され、天面シール部（１０
）は、余剰部分として、折りたたみが可能となる。
【００４３】
　さらに天面シール部（１０）は、矢印（１９）方向に折りたたまれて、４角形に拡張さ
れた天面（１１）に固定される。
【００４４】
　天面シール部（１０）の固定は、天面シール部（１０）を矢印（１９）方向に倒して、
天面（１１）と接着して行なわれるが、ヒートシールニスによって、固定することができ
、あるいはヒートシール性のあるフィルムによっても固定することができる。
【００４５】
　また開封は、天面シール部（１０）の非シール部（１４）を手指でつまみ、胴部前面（
１２）の方向に引っ張って行なうが、天面（１１）への固定によって、天面シール部（１
０）が、開封時に引っ張られて動くことなく、開封をより容易に行うことに効果的である
。
【００４６】
　一方、包装袋（１００）は、製袋、充填、密封後には略６面体を形成するために、自立
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性を備え、さらに積み重ねも可能である。これは略６面体であることに加えて、４本のヘ
ムシール（５）が支えとなって、包装袋（１００）の立体形状を補強している効果も寄与
している。
【００４７】
　図３は、本発明に係る包装袋の他の実施態様を、特に内容物充填後に屋根型の天シール
で天面を密封した状態を説明するための、斜視模式図である。
【００４８】
　図１、および図２に示す例において、天シール（８）は、積層体端面（２５）から非シ
ール部（１４）を残して、イージーピール可能にシールされている例を示し、その形状は
積層体の流れに垂直方向、直線状の天シール（８）であった。
【００４９】
　図３に示す例においては、天シール（８）は包装袋（１００）外側に向かって凸状に屋
根型形状でシールされている。
【００５０】
　すなわち、天シール（８）は包装袋外側に向けて、凸状に屋根型形状に形成することが
できる。この形状であれば、非シール部（１４）で、胴部前面（１２）に向かう上側の積
層体だけを、手指でつまんで、ノッチ（１５）をきっかけにして、積層体を胴部前面（１
２）にむけて開封予定線（１６）に沿って引っ張り、天面（１１）を切り裂き、包装袋（
１００）に開口部を形成して、開封することができる。
【００５１】
　また、開封予定線（１６）は、ノッチ（１５）に続いて、天シール（８）、天面シール
部（１０）、天面（１１）に連続して設けられる。このとき、開封予定線（１６）を左右
のヘムシール（５）の内側に沿って設けることにより、天面（１１）における開口部の幅
をより広くすることができる。開口部を大きく取ることができることによって、内容物取
出しにおける利便性は高まる。
【００５２】
　また天シール（８）の形状を、屋根型形状に設けることによって、イージーピール可能
にシールされた天シール（８）の剥離時の抵抗が左右に振り分けられて分散されることに
なり、より容易な開封が可能になる。
【００５３】
　さらに、非シール部分（１４）にノッチ（１５）を設ける場合にも、両サイドの非シー
ル部分（１４）を大きくすることができ、ノッチ（１５）の形成に好都合であることに加
えて、手指でつまんで開封しようとする際にも好都合である。
【００５４】
　また図３に示す例において、ノッチ（１５）は、天面シール部（１０）の上側、すなわ
ち非シール部（１４）の胴部前面（１２）に連続する積層体に設けられる。
【００５５】
　本発明において、開封予定線（１６）を設ける手段については、特段の制約を設けるも
のではなく、包装袋（１００）を構成する積層体中の、たとえば一軸延伸フィルムなどプ
ラスチックフィルムの分子配向性を利用することができ、また包装袋（１００）の密封性
を損なわない範囲において、ミシン目、あるいはハーフカット等の方法から適宜選択して
用いることができる。
【００５６】
　また、本発明において、天シール（８）はイージーピール可能に設けられるが、シーラ
ント層にイージーピール性を有するシーラントを用いたり、あるいはイージーピール可能
な剥離ニスを用いて実現することができ、あるいはイージーピールシーラントフィルムを
用いて実現することもできる。
【００５７】
　図４は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面に固定
させた状態を説明するための斜視模式図である。
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【００５８】
　天面（１１）は、内容物充填後、底面（１）と同様に４角柱の左右両側面が、ガセット
（６）形状に内側に折り込み可能に、積層体の流れに垂直方向の天シール（８）で天面が
密封され、天面シール部（１０）を形成している。内容物充填後には、ガセット（６）は
開いて胴部の右側側面（１３）、および図４には示されていないが、胴部の左側側面を形
成する。
【００５９】
　また天面（１１）は、４本のヘムシール（５）の延長と、積層体の流れに垂直方向の天
シール（８）とで、４角形に拡張されて天面（１１）が形成され、天面シール部（１０）
は、天面（１１）から飛び出した余剰部分として、折りたたみが可能となる。さらに図４
で示すように、天面シール部（１０）は後方に折りたたまれて、４角形に拡張された天面
（１１）に固定される。
【００６０】
　天面シール部（１０）の固定は、ヒートシールニスによって固定することができ、ある
いは、ヒートシール性のあるフィルムによっても固定することができる。
【００６１】
　開封は天面シール部（１０）の非シール部（１４）を手指で引っ張って行なうが、固定
によって、天面シール部（１０）が、開封時に引っ張られて動くことなく、開封をより容
易に行うことに効果的である。
【００６２】
　一方、包装袋（１００）は、製袋、充填、密封後には略６面体を形成するために、自立
性を備え、さらに天面（１１）が平坦に形成されるため、積み重ねも可能である。
【００６３】
　これは、本発明による包装袋（１００）が略６面体であることに加えて、４本のヘムシ
ール（５）が支えとなって、包装袋（１００）の立体形状を補強している効果も寄与して
いる。
【００６４】
　図５は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面に固定
させた状態を説明するための断面模式図である。
【００６５】
　図５に示す、断面模式図において、包装袋（１００）の、胴部前面（１２）、天面（１
１）、天面シール部（１０）、天シール（８）、ヒートシールニス（２１）、胴部背面（
９）、および包装袋に収納された内容物（２０）が示されている。
【００６６】
　図５に示す例において、図２の説明で前述したように、包装袋の胴部前面（１２）に連
続する積層体と、胴部背面（９）に連続する積層体とが、天面（１１）で合わさって、天
シール（８）によって天面シール部（１０）を形成し、後方に折りたたまれて、ヒートシ
ールニス（２１）によって天面（１１）に固定することができる。ここで、ヒートシール
ニス（２１）に代えて、ヒートシール性のあるフィルムを用いて、固定することもできる
。
【００６７】
　すなわち天シール（８）は、積層体端面（２５）から非シール部（１４）を残して、イ
ージーピール可能にシールされており、非シール部（１４）には、包装袋開封のためのノ
ッチが設けてあり、天面（１１）の一部を覆った天面シール部（１０）は、後方に折りた
たまれて、４角形に拡張された天面（１１）に固定されている。
【００６８】
　図６は、本発明に係る包装袋の一実施態様を、特に天面シール部を折りたたんで、天面
に固定させた状態を２例説明するための平面模式図、および断面模式図である。
【００６９】
　図６において示す例では、ヒートシールニス（２１）、またはヒートシール性のあるフ
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ィルムは、図６上段に示すように、天面シール部（１０）の端部を天面（１１）に固定す
ることができる。すなわち、ヒートシールニス（２１）またはヒートシール性のあるフィ
ルムは、天面シール部（１０）と天面（１１）との間に介在する。
【００７０】
　また図６中段に示すように、天面シール部（１０）を横断して天面（１１）に固定する
こともできる。すなわち、天面シール部（１０）の固定が充分であれば、ヒートシールニ
ス（２１）またはヒートシール性のあるフィルムの、形状、もしく固定の位置は任意であ
る。
【００７１】
　図７は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面シール部を折りたたんで天面に固定
させた状態において、特に天シールの位置関係を説明するための平面模式図、および断面
模式図である。
【００７２】
　図７に示す例においては、天シール（８）は外側に向かって凸状に屋根型形状でシール
されている例である。また天シール（８）は、積層体端面から非シール部（１４）を残し
て、イージーピール可能にシールされており、非シール部（１４）には、包装袋（１００
）開封のためのノッチ（１５）が設けてある。ノッチ（１５）の先端は、開封予定線（１
６）に連なり、天面（１１）に達するよう設けることができ、開封によって開口部とする
ことができる。
【００７３】
　本発明において、天シール（８）はイージーピール可能に設けられるが、シーラント層
にイージーピール性を有するシーラントを用いたり、あるいはイージーピール可能な剥離
ニスを用いて実現することができ、あるいはイージーピールシーラントフィルムを用いて
実現することもできる。
【００７４】
　したがってイージーピール可能なシールは、たとえば、商品化されたイージーピールフ
ィルムを用いることで実現できる。イージーピールフィルムは、凝集破壊タイプや、界面
剥離タイプ、あるいは層間剥離タイプなどの種類があるが、内容物への影響の有無などを
考慮して適宜選択して用いることができる。
【００７５】
　また天シール（８）は、イージーピール可能な剥離ニスをパターンで設けて形成するこ
ともでき、この場合にはパターンによって、剥離の際の抵抗の強弱を調節することが可能
である。パターンは任意のパターンを用いることができるが、包装袋（１００）の密封性
、内容物への影響の有無などを考慮して適宜選択して用いることができる。
【００７６】
　図８は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面を開封した状態を説明するための斜
視模式図である。
【００７７】
　図８に示す例において、天面シール部（１０）の非シール部（１４）を、胴部前面（１
２）に向かって引っ張って、開封予定線（１６）に沿って天面（１１）の端部まで引き裂
き、開口部（１７）を形成した状態をあらわしている。
【００７８】
　開口部（１７）は、比較的大きく形成することができるために、内容物（２０）の取り
出しは、容易で利便性の高いものとすることができる。開口部（１７）は必要に応じて、
仮再封することも可能である。
【００７９】
　図９は、本発明に係る包装袋の一実施態様の、天面を開封し、天面の積層体の一部を切
断、分離した状態を説明するための斜視模式図である。
【００８０】
　図９に示す例は、開封予定線（１６）が、天面シール部（１０）、天面（１１）、に接
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続して天面（１１）と胴部前面（１２）との稜線にも設けられている例である。
【００８１】
　すなわち、天面シール部（１０）の非シール部（１４）を、胴部前面（１２）に向かっ
て引っ張って、開封予定線（１６）に沿って天面（１１）の端部まで引き裂き、さらに開
封予定線（１６）が、天面（１１）と胴部前面（１２）との稜線にも接続して設けられて
いるために、天面の開封部（１８）が、包装袋（１００）本体から切断、分離された状態
を表している。
【００８２】
　図９に示す例においては、開口部（１７）は、比較的大きく形成されているため、また
天面（１１）の開口部（１７）を覆っていた積層体、すなわち天面の開封部（１８）が除
去されているために、内容物（２０）の取り出しは、さらに容易で利便性の高いものとす
ることができる。
【００８３】
　図１についての説明において前述したとおり、本発明は、プラスチックフィルムを基材
としてシーラント層を有する積層体からなる包装袋である。本発明を実現するために用い
ることのできる個々の材料について、さらに詳しく説明を加える。
【００８４】
　（プラスチックフィルム）
本発明による包装袋はプラスチックフィルムを基材とする。プラスチックフィルムは、高
分子樹脂組成物からなるフィルムであって、たとえばポリオレフィン（ポリエチレン、ポ
リプロピレン等）、ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタ
レート、ポリエチレンナフタレート等）、ポリアミド（ナイロンー６、ナイロンー６６等
）、ポリイミドなどが使用でき、用途に応じて適宜選択される。
【００８５】
　特にポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレートをプラスチックフィルムとする場合
は、フィルム強度と価格においてより好ましい。そのほか延伸ポリアミドフィルムを用い
る場合には、突き刺しに対する強靭性や、衝撃に対する強靭性を付与することができる。
【００８６】
　（積層体）
またプラスチックフィルムは、接着剤層を介して他の層と積層して積層体とすることがで
きる。積層体の層構成やその材料構成、厚さなどは、包装袋に対する要求品質に応じて適
宜設計することができる。
【００８７】
　また、たとえば内容物の保存性を向上させることなどを目的として、必要な場合には、
プラスチックフィルムを基材とする積層体中に、着色フィルムなど紫外線を遮蔽する不透
明層を設けることができる。あるいは、プラスチックフィルムを基材とする積層体中に、
ガスバリア層を設けることができる。
【００８８】
　たとえば、プラスチックフィルムの表面に無機化合物からなるガスバリア層を蒸着した
ガスバリアフィルムを用いることができる。またガスバリア層としてアルミニウムなどの
金属箔を用いることができる。いずれの場合においても内容物の保存性向上に有効である
。
【００８９】
　ガスバリアフィルムの場合には、用いられるプラスチックフィルムは、高分子樹脂組成
物からなるフィルムであって、たとえばポリオレフィン（ポリエチレン、ポリプロピレン
等）、ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ
エチレンナフタレート等）、ポリアミド（ナイロンー６、ナイロンー６６等）、ポリイミ
ドなどが使用でき、用途に応じて適宜選択される。
【００９０】
　特にポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレートをプラスチックフィルム基材とする
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場合は、フィルム強度と価格においてより好ましい。
【００９１】
　ガスバリアフィルムの場合、ガスバリア層は無機化合物の蒸着層、コーティング層で構
成することができ、プラスチックフィルムにアンカーコートを設けた後、蒸着層、コーテ
ィング層を順次設ける。
【００９２】
　ガスバリアフィルムのアンカーコート層には、例えばウレタンアクリレートを用いるこ
とができる。アンカーコート層の形成には、樹脂を溶媒に溶解した塗料をグラビアコーテ
ィングなど印刷手法を応用したコーティング方法を用いるほか、一般に知られているコー
ティング方法を用いて塗膜を形成することができる。
【００９３】
　蒸着層を形成する方法としては，ＳｉＯやＡｌＯなどの無機化合物を真空蒸着法を用い
て、アンカーコート層を設けたプラスチックフィルム上にコーティングし、真空蒸着法に
よる無機化合物層を形成することができる。ちなみに蒸着層の厚みは１５ｎｍ～３０ｎｍ
が良い。
【００９４】
　コーティング層を形成する方法としては、水溶性高分子と、（ａ）一種以上のアルコキ
シドまたはその加水分解物、または両者、あるいは（ｂ）塩化錫の、少なくともいずれか
ひとつを含む水溶液あるいは水／アルコール混合水溶液を主剤とするコーティング剤をフ
ィルム上に塗布し、加熱乾燥してコーティング法による無機化合物層を形成しコーティン
グ層とすることができる。
【００９５】
　このときコーティング剤にはシランモノマーを添加しておくことによってアンカーコー
ト層との密着の向上を図ることができる。
【００９６】
　無機化合物層は真空蒸着法による塗膜のみでもガスバリア性を有するが、コーティング
法による無機化合物層であるコーティング層を真空蒸着法による無機化合物層である蒸着
層に重ねて形成し、ガスバリア層とすることができる。
【００９７】
　これら２層の複合により、真空蒸着法による無機化合物層とコーティング法による無機
化合物層との界面に両層の反応層を生じるか、或いはコーティング法による無機化合物層
が真空蒸着法による無機化合物層に生じるピンホール、クラック、粒界などの欠陥あるい
は微細孔を充填、補強することで、緻密構造が形成される。
【００９８】
　そのため、ガスバリアフィルムとしてより高いガスバリア性、耐湿性、耐水性を実現す
るとともに、外力による変形に耐えられる可撓性を有するため、包装袋としての適性も具
備することができる。
【００９９】
　またガスバリア層として、たとえばＳｉＯを用いる場合にはその被膜は透明であるため
に、内容物を包装袋の外側から目で見ることが可能である。これらは、用途、目的、要求
品質によって、金属箔などのガスバリア層などと、適宜使い分けをすればよい。
【０１００】
　（シーラント層）
包装袋を構成する積層体のシーラント層は、２枚のプラスチックフィルムをシーラント層
同士が対向するように重ねて、加熱、加圧してヒートシールすることによって互いを接着
させ、包装袋に製袋することを可能にする。
【０１０１】
　シーラント層の材質としては、熱可塑性樹脂のうちポリオレフィン系樹脂が一般的に使
用され、具体的には、低密度ポリエチレン樹脂（ＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン樹脂（
ＭＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン樹脂（ＬＬＤＰＥ）、エチレン－酢酸ビニル共重
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合体（ＥＶＡ）、エチレン－αオレフィン共重合体、エチレン－メタアクリル酸樹脂共重
合体などのエチレン系樹脂を用いることができる。
【０１０２】
　また、ポリエチレンとポリブテンのブレンド樹脂や、ホモポリプロピレン樹脂（ＰＰ）
、プロピレン－エチレンランダム共重合体、プロピレン－エチレンブロック共重合体、プ
ロピレン－αオレフィン共重合体などのポリプロピレン系樹脂等を使用することができる
。
【０１０３】
　イージーピール可能なシーラント層の形成には、前述の材料を主として、押出機などを
用いて、溶融した樹脂を製膜して積層体上にイージーピールシーラント層を形成すること
ができる。
【０１０４】
　あるいは、あらかじめフィルムの状態に製膜してあるイージーピール性を有する材料を
、ラミネートによって積層することによって、プラスチックフィルムの表面にイージーピ
ールシーラント層を形成することも可能である。
【０１０５】
　いずれの場合においても、本発明においては天シール（８）をイージーピール可能に設
ける必要があり、そのほかにイージーピール性を有する剥離ニスを用いて層形成すること
も可能である。
【０１０６】
　このように本発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を有する
積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封が容易であり、内容物の取り出しに
おいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能である。
【実施例】
【０１０７】
　以下本発明を、実施例および比較例によって更に具体的な説明を加える。ただし本発明
は、ここに示す例にのみ限定されるものではない。本発明は、請求項によって限定される
ものである。
【０１０８】
　＜実施例１＞
本発明による包装袋：プラスチックフィルムを基材として、ガスバリア層にアルミニウム
箔を用いたもの。
包装袋本体を下記の積層体の層構成および形状で作成した。
【０１０９】
　（層構成：包装袋外側より）
ポリエシレンテレフタレートフィルム（厚さ１２μｍ）／ＭＤ方向直線カットフィルム（
高密度ポリエチレン：ハイブロン：２５μｍ）／アルミニウム箔（厚さ７μｍ）／イージ
ーピールシーラントフィルム（ＩＭＸ－Ｌ３０：ジェイフィルム社製）
ここで、「ＭＤ方向」は、プラスチックフィルムの流れ方向を表す。
【０１１０】
　（形状）
底面８０ｍｍ角×高さ９２ｍｍ。
【０１１１】
　＜実施例２＞
本発明による包装袋：プラスチックフィルムを基材として、ガスバリア層にガスバリアフ
ィルムを用いたもの。
包装袋本体を下記の積層体の層構成および形状で作成した。
【０１１２】
　（層構成：包装袋外側より）
ポリエシレンテレフタレートフィルム（厚さ１２μｍ）＋無機化合物ガスバリア層／ＭＤ
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方向直線カットフィルム（ポリプロピレン：ノーブレン：２５μｍ）／イージーピールシ
ーラントフィルム（ＩＭＸ－Ｌ３０：ジェイフィルム社製）
ここで、「ＭＤ方向」は、プラスチックフィルムの流れ方向を表す。
【０１１３】
　（形状）
底面８０ｍｍ角×高さ９２ｍｍ。
【０１１４】
　＜比較例１＞
ピローパウチ：プラスチックフィルムを基材とする。
従来のスナック菓子用ピロー形包装袋である。
【０１１５】
　＜比較例２＞
紙カップ：カップ原紙を基材とする。
従来のスナック菓子用紙カップ容器である。
【０１１６】
　＜比較例３＞
紙箱：紙を基材とする。
従来のスナック菓子用紙箱である。
【０１１７】
　（評価項目）
下記の１０項目について評価した。
・輸送効率、
・自立性、
・積載性、
・陳列性、
・材料使用面積、
・密封性、
・価格、
・開封性、
・食べやすさ、
・易廃棄性。
【０１１８】
　評価は各項目について「〇」、「△」、「×」とし、全項目が「〇」評価のものを総合
評価において「〇」、それ以外を総合評価において「×」とした。
【０１１９】
　評価結果を表１に示す。
【０１２０】
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【表１】

【０１２１】
　表１に示す結果からは、総合評価において、本発明による包装袋である実施例１、およ
び実施例２が「〇」評価であるのに対し、従来の容器である比較例１（ピローパウチ）、
比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）は「×」評価であった。したがって、実施例は
比較例に比べて、明らかに優位であることが分かる。
以下各評価項目について、考察を加える。
【０１２２】
　（輸送効率）
実施例１、実施例２、比較例３については特に問題はなく「〇」評価である。
比較例１（ピローパウチ）、および比較例２（紙カップ）は、デッドスペースが大きいこ
とから「×」評価である。比較例１においては、ピローパウチは包装袋の隅部分がデッド
スペースになる点が挙げられる。また比較例２においては、紙カップの形状がバケツ型の
円筒形であるために内容物が入り込みにくい部分がある点が挙げられる。
【０１２３】
　（自立性）
本発明による実施例１、実施例２は略６面体を形成しているために自立性を有する。
また、比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）も底面は平面で構成され、自立性には問
題は無い。
ピローパウチは、形状がピロー型で、内容物を充填した後は、平面がないために自立性に
は難がある。したがって「×」評価である。
【０１２４】
　（積載性）
自立性と同様であるが、本発明による実施例１、および実施例２おいては、包装袋の形状
が略６面体であって、４本のヘムシールを有しており、積載には有利である。
また、比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）も、底面、天面は平面で構成され、積載
性には問題は無い。
ピローパウチは、形状がピロー型で、内容物を充填した後は、平面がないために積載性に
は難がある。したがって「×」評価である。
【０１２５】
　（陳列性）
前述のとおり、比較例１（ピローパウチ）は、自立性、積載性に劣るために、陳列性にお
いても劣る結果になった。
【０１２６】
　（材料使用面積）
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比較例１（ピローパウチ）は、隅部分の容積効率が悪く、その結果材料使用面積において
劣る結果になった。同様の理由で、比較例２（紙カップ）も「△」評価である。
【０１２７】
　（密封性）
密封にヒートシールの手法を用いることのできる、実施例１、実施例２、比較例１（ピロ
ーパウチ）は密封性に優れる。しかしながら、比較例２（紙カップ）は、サイドシームと
トップカール部が重なる部分の段差があるため、完全に密封することが困難である。また
比較例３（紙箱）は、ヒートシールで密封する手法が取りにくいため密封性については劣
る結果となっている。
【０１２８】
　（価格）
比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）は、原紙にコストがかかる上、容器にするため
の加工工程も多くなるために、価格面では実施例１、実施例２、および比較例１に比較し
て、劣る結果となっている。
【０１２９】
　（開封性）
開封性については、プラスチックフィルムを素材としたものには、イージーピールなど易
開封の措置を講ずることができ、また紙を素材としたものについても、手指による開封が
容易であって優劣なくいずれも「〇」評価である。
【０１３０】
　（食べやすさ）
実施例１、実施例２、比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）については、開口部を大
きく取ることができるために、食べやすさは「〇」評価である。しかしながら、比較例１
（ピローパウチ）の場合には、内容物の取り出しに際して、包装袋に手を入れて取り出す
などしなくてはならないために、手が汚れるなどのおそれもあって「×」評価である。
【０１３１】
　（易廃棄性）
易廃棄性については、プラスチックフィルムを素材としたものは、折りたたむなどして、
小さくして廃棄することが可能であるのに対し、紙を素材とした比較例２（紙カップ）、
比較例３（紙箱）においては、嵩が張るために、評価は劣る結果となった。
【０１３２】
　これらの評価を個々に行なった結果、総合評価において、本発明による包装袋である実
施例１、および実施例２が「〇」評価であるのに対し、従来の容器である比較例１（ピロ
ーパウチ）、比較例２（紙カップ）、比較例３（紙箱）は、いずれも「×」評価となった
。したがって、本発明による実施例は、比較例に比べて、明らかに優位であることが分か
る。
【０１３３】
　このように本発明によれば、プラスチックフィルムを基材としてシーラント層を有する
積層体からなる包装袋において、自立性を備え、開封が容易であり、内容物の取り出しに
おいて利便性を有する包装袋を、より安価に提供することが可能であることを、検証する
ことができた。
【符号の説明】
【０１３４】
１・・・底面
２・・・胴部
３・・・背シール
４・・・底シール
５・・・ヘムシール
６・・・ガセット
７・・・三角形
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８・・・天シール
９・・・胴部背面
１０・・・天面シール部
１１・・・天面
１２・・・胴部前面
１３・・・右側側面
１４・・・非シール部
１５・・・ノッチ
１６・・・開封予定線
１７・・・開封口
１８・・・天面の開封部
１９・・・矢印
２０・・・内容物
２１・・・ヒートシールニス
２５・・・端面
１００・・・包装袋

【図１】 【図２】
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